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後援会ニュース「しおかぜ」は街づく

りのコミュニティ紙として皆さんの

暖かいご支援をお願いします。

ご意見をお聞かせください。

日本共産党浦安市東部後援会
Ｎｅｗｓ

２０１４年 ４月

国の「社会保障と税の一体改革」に歩調を合わせ、浦安市は

市独自の老人医療費助成制度を廃止します。この制度は１９９３

年から実施されてきたもので、所得制限はあるものの６８・６９

歳、６５～７０の６ヶ月以上寝たきり又は常時一人暮らしを対象

としています。

廃止の理由は、国が７０～７４歳の窓口負担を２割にすること

になっているため、「国と整合性をはかる」というものです。

「一体改革」は地方政治にも重大な影響を及ぼします。

「一体改革」の名の下で、７５歳未満が加入する国民健康保険

を、現行の市町村単位から都道府県単位（広域化）に２０１８年

度から移行しようとしています。従来の国保料が高い自治体と低

い自治体を平均化する地ならしが進められ、浦安市は国保税が大

幅にアップします。

浦安市は広域化した場合、国保税が年間１０万５１００円（４

人家族、年収５００万円、妻収入なし、子ども２人）増額になる

試算を出しました。
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３．競争、戦争は人間の生まれ持った性質か

～ 前号からの続き ～

２）ヒトの多様性から見た競争

ゆとり教育が言われた時期に、運動会で生徒全員が手をつな

いで走り、全員が一等賞で、差を付けないと言う教育が行われ

たと聞く。その反動かどうか分からないが、橋下大阪市長が、

教育における競争をしきりに導入しようとしている。学区制を

無くし、学校間で生徒獲得競争をさせ、3 年連続定員割れした

学校は廃校にしていくとか、一斉テストの結果を公開し、成績

の悪い学校をさらし者にしようというような物だと言う。

もしそうなら、どちらも間違っている。一人ひとり、遺伝で

受け継いだものも、生育環境も違うのだから、走力に違いがあ

るのは当然で、走るのが遅い事を悪い事と受け止めるのがおか

しい。学力に関しても同じ事だ。学力が全てではない。個性の

一面だ。

一人ひとりの学力向上を図ることは当然であるが、過度の競

争を重視すると、テストで良い点数を取れるかどうかで人間の

価値が決まってしまうと言う考え方を植え付ける事になる。人

間は、誰でも生きているだけで価値がある。

「元々悪い人がいるのではないか」という人がいるだろう。

ヒトがどう育つかは、基本的に社会の問題である。社会のせい

にする事は、個人の責任を無視する事と考える人がいるだろう

三浦半島の海辺の標高２００ｍ前後の丘陵歩きで、四季を

通じて気楽に楽しめるコースです。京急・津久井浜駅から

60 分ほど歩くと三浦富士に着きます。三浦富士から第２次

大戦時の砲台跡がある砲台山を経て武山までのミニ縦走で

す。初心者でも手軽に歩けるコースです。ご家族、お知り合

いの方お誘いのうえご参加下さい。参加される方は事前に連

絡願います。

１．日時 ４月２９日（火） 午前７時集合 ★時間厳守

★雨天の場合は３０日（水）に順延

２．集合場所 新浦安駅改札口

３．行程 徒歩：約２時間５０分（約８．５km）

４．費用 ２，５００円（交通費：消費税増税前の料金）

５．参加申込み 元木 ３５５－８５２６

★ 詳細は下記ホームページのイベント情報（４月２９日を

クリックすると案内が表示されます）を参照して下さい。

【 http://uraek.news.coocan.jp/ 】

が、もしそう考えるなら、脳の構造に依存しない、神的な精神

が存在する事を前提としなければならない。その様なものは存

在しない事を示す事が、現代科学の目標であり、成果でもある。

勿論、競争にも良い面はある。物事に集中する力、成功（勝

利）した時の喜びは、競争の過程で得られる事がある。問題は、

過度の競争の弊害をきちんと認識する事であり、個人を個人と

して尊重する事だ。 （次号に続く）

生物学者の
独り言


